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• 基本的に外での現場作業
→常に持ち歩いているスマートフォンのみで記録作業は完結させたい

• 日々の作業内容は作業日誌として全て紙媒体に記録をしていた
→ペーパーレス化を促進したい

• 過去の記録を探す際、日誌のページをめくりながら探す必要があり
手間がかかる。かつ、常に日誌は持ち歩いていない
→経験や勘などの感覚に基づく知見をデジタルデータとして蓄積し、
可視化を行いたい

１．取り組みの背景・現状分析

作業 記録

２．アプリ開発時に意識した点

記録は選択形式
⇒表記揺れ防止によって分析可能な
データとして蓄積

データの分類が容易
⇒圃場、作物種や品種、作業内容など
複数の項目別に分類でき、横断的・
多角的な比較や分析が可能

記録の簡易的な確認
⇒アプリ内で追加、編集、削除を行いやすい
ように出力先のSharePointリストを
反映したテーブルを設置

SharePointリスト

Power Apps

Power BI

３．今後の展望

①Power BIによる可視化
例年の収穫量や肥料散布量、散布時期など
⇒作業タイミングの最適化や気候条件との相関関係などの分析から、収穫量の向上やコスト削減

②在庫管理
肥料や土、農薬などの使用量の記録を活用
⇒在庫切れの未然防止や無駄な在庫の削減により、過剰在庫・欠品リスクを低減し、コストの最適化

スマートフォン用のアプリを開発

経験と勘のデータ化・可視化による
一歩先が見える農作業へ
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